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の
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12
月
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案

第
３
回
臨
時
会
で
審
議
し
た
意
見
書

第
４
回
臨
時
会
で
審
議
し
た
議
案

所
管
事
務
調
査
を
実
施

高
知
県
津
野
町
訪
問
記

議
会
の
主
な
う
ご
き
／
あ
と
が
き

・
発

行

北
海
道
訓
子
府
町
議
会

・
編

集

訓
子
府
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
二
月
一
日
発
行

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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ー
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ペ
ー
ジ
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平成22年 定例会 12月14日～12月15日まで12月

一般会計9,072万円を補正

平成22年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

国保会計（第３号）

一般会計（第４号） 介護保険会計（第２号）

一般会計（第５号）「追加」

歳入歳出予算から7,682万4千円を

追加し、総額を40億4,338万円としま

した。

■主な歳出内容

○財政調整基金積立金

6,788万2千円を追加

○地域活性化基金積立金

400万円を追加

○国民健康保険特別会計繰出金

186万6千円を追加

○新型インフルエンザ予防接種

155万円を計上

○畜産担い手育成総合整備事業委託料

168万8千円を追加

歳入歳出予算に372万6千円を追加し、

総額9億1,461万4千円としました。

■主な歳出内容

○出産育児一時金 294万円を追加

○国庫支出金返還金 46万3千円を追加

○道支出金返還金 32万2千円を追加

歳出予算の154万5千円の予算科目

の組み替えをしました。

■歳出内容

○地域密着型介護サービス給付費

154万5千円を減額

○地域密着型介護予防サービス給付費

148万円を追加

○高額介護予防サービス費

6万5千円を追加

歳入歳出予算から1,390万円を追加し、

総額を40億5,728万円としました。

■主な歳出内容

○地域活性化基金積立金

100万円を追加

○子宮頸がん予防接種委託料

170万6千円を計上

○ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）予防接種委託料

160万3千円を計上

○小児用肺炎球菌予防接種委託料

282万9千円を計上

○商店街等販売促進特別対策事業補助金

550万円を計上



◆総務費指定寄付金について

総務費指定寄付金がありました。
東町の深見定雄様から12月６日に100万円のご寄附がございました。
寄付金につきましては、ご本人のご意向に沿い、本年度新たに設けました地域活性

化基金に積立てし有効に活用させていただくこととしております。
なお、この件に関しましては、12月の第４回定例会において、予算補正させてい

ただきます。

町長からの行政報告（要旨）

－議員提案により意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府関係機関に意見書
を提出しました。

○道立衛生学院の存続を求める要望意見書

１．北海道内の看護職員等医療従事者確保に寄与している道立衛生学院を存続させる
こと。
２．保健師養成課程および看護師２年課程（通信制）の学生募集を再開すること。

○大幅増員と夜勤改善で安全安心の医療・介護を求める要望意見書

１．ＩＬＯ看護職員条約に基づき、看護師など夜勤交替制労働者の労働時間を１日８
時間、週32時間以内、勤務間隔を12時間以上とすること。
２．医療、社会保障予算を先進国（ＯＥＣＤ）並みに増やし、医師・看護師・介護職
員等を大幅に増やすこと。
３．国民（患者・利用者）の負担を減らし、安全・安心の医療・介護を実現すること。

議決した意見書

補
正
予
算
の
質
疑
応
答

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
な
ど
の
予
防
接

種
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

国
の
補
正
で
、
子
宮

頸
が
ん
、
ヒ
ブ
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）、

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
補
助
に
な
り
、

接
種
費
用
半
額
が
特
例
交

付
金
と
な
り
ま
す
。

国
の
事
業
で
は
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
ま
で
が
対
象
で
す
が
、

本
町
は
独
自
に
高
校
２
年

生
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
は
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
５
歳
未

満
ま
で
対
象
で
す
が
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

は
、
５
歳
か
ら
未
就
学
ま

で
が
訓
子
府
町
独
自
で
実

施
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
全
額
町
が
負

担
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

原
案
同
意

平
成
23
年
３
月
31
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
細
川
美

重
子
さ
ん
（
日
出
・
新
任
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
と

な
り
ま
す
。

報

告

□
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
状
な
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ Ｑ



（イラスト・西山 舞）

旧駅舎周辺整備と併せた整備を旧駅 周辺整備と併せた整備を
検討する幸町線
旧駅舎周辺整備と併せた整備を
検討する幸町線

安
心
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

駅
舎
周
辺

駅

周
辺
24
年
度
以
降
の
整
備

度
以
降
の
整
備

町
長

駅
舎
周
辺
24
年
度
以
降
の
整
備

男
女
共
同
参
画
計
画
の
考
え
は

男
女
共
同
参
画
計
画
の
考
え
は

男
女
共
同
参
画
計
画
の
考
え
は

平
成
平
成
28
年
度
ま
で
に
策
定
す
る

年
度
ま
で
に
策
定
す
る

町
長

平
成
28
年
度
ま
で
に
策
定
す
る

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
と

会
教
育
の
充
実

治
の
力
を
高
め
て
い
く
学
習
活
動
を

障
害

立
支

法
に
よ
る

響
と
課
題
は

が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
理
解
重
要

団体・サークルの発表に場として、ロビーを開放している公民館

町
長
は
就
任
以
来

一
貫
し
て
「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

９
月
に
、
大
規
模
な
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
町

が
で
き
る
事
と
、
町
民
が

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

な
ど
の
課
題
の
検
証
は
。

訓
練
に
は
、
防
災

関
連
機
関
と
東
幸
町
・
末

広
町
内
会
、
中
学
校
・
幼

稚
園
な
ど
３
８
４
名
の
参

加
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長

河
端

課
題
と
し
て
は
、
冬
期

間
対
策
・
備
蓄
・
地
域
で

助
け
合
う
共
助
の
シ
ス
テ

ム
構
築
が
あ
り
ま
す
。

銀
河
線
跡
地
の
売

却
が
済
み
、
町
所
有
の
跡

地
が
確
定
し
ま
し
た
。

既
に
実
測
線
調
査
が
済

ん
で
い
る
、
旧
駅
構
内
を

横
断
す
る
計
画
の
幸
町
線

と
旧
駅
舎
周
辺
の
整
備
計

画
の
考
え
方
は
。

幸
町
線
は
、
実
測

線
調
査
を
し
、
バ
ス
乗
り

入
れ
に
係
る
安
全
性
の
確

保
等
の
課
題
に
十
分
対
応

で
き
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

旧
駅
舎
周
辺
整
備
は
、

幸
町
線
西
側
は
、
多
目
的

広
場
・
駐
車
場
と
し
て
現

状
面
積
を
確
保
し
、
銀
河

農
園
な
ど
南
12
線
沿
い
は

現
状
維
持
し
た
い
。

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
裏

の
旧
ホ
ー
ム
は
、
活
用
団

町
長

河
端

体
な
ど
広
く
住
民
と
意
見

交
換
し
て
方
向
性
を
決
定

し
、
幸
町
線
整
備
と
併
せ

て
実
施
し
た
い
。

実
施
時
期
は
、
補
助
金

返
還
が
生
じ
な
い
よ
う
に

平
成
23
年
度
ま
で
に
旧
駅

舎
周
辺
整
備
計
画
を
策
定

し
、
24
年
度
以
降
の
整
備

を
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
東

側
は
、
当
面
現
状
維
持
し

別
途
事
業
で
の
整
備
を
考

え
て
い
ま
す
。

南
12
線
と
相
内
線

の
交
差
点
は
、
点
滅
信
号

機
が
つ
い
て
い
る
が
、
相

内
線
側
に
は
速
度
規
制
が

な
く
、
猛
ス
ピ
ー
ド
の
車

も
多
く
、
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
特

に
、
朝
の
登
校
時
に
は
通

勤
の
車
と
重
な
り
危
険
で

す
。安

全
対
策
の
考
え
は
。

河
端

男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
は
、
女
性
の
社

会
参
加
の
た
め
の
基
盤
整

備
の
充
実
、
安
心
し
て
働

け
る
子
育
て
支
援
や
高
齢

者
支
援
な
ど
幅
広
い
分
野

に
及
び
、
市
町
村
に
も
基

本
計
画
を
定
め
る
よ
う
規

定
し
て
い
ま
す
が
、
町
の

考
え
は
。第

５
次
総
合
計
画

の
中
で
平
成
28
年
度
ま
で

に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

委
員
会
・
審
議
会

な
ど
の
女
性
委
員
の
数
は

増
え
て
い
ま
す
か
。

河
端

町
長

河
端

ふ
る
さ
と
銀
河
線

廃
線
時
に
３
灯
式
信
号
機

と
横
断
歩
道
の
設
置
な
ど

を
北
見
警
察
署
長
に
要
請

し
て
い
る
が
、
緊
急
性
が

少
な
い
と
判
断
さ
れ
、
当

面
は
、
相
内
線
の
速
度
規

制
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

役
職
あ
て
や
団
体

推
薦
な
ど
の
委
員
が
多
く

ほ
と
ん
ど
変
化
な
い
状
況

で
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園

と
児
童
生
活
館
は
、
保
育

時
間
や
担
当
す
る
課
も
違

う
が
、
子
育
て
支
援
に
十

分
な
連
携
は
と
れ
て
い
ま

す
か
。

保
護
者
か
ら
意
見

を
聞
き
検
討
す
る
が
、
当

面
は
現
状
の
ま
ま
と
し
ま

す
。子

育
て
に
関
し
て
は
、

今
後
も
関
係
課
な
ど
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長

河
端

町
長 し

か
し
、
本
年
度
の
要

請
の
際
に
、
北
見
警
察
署

長
か
ら
、
速
度
規
制
の
実

効
性
に
疑
問
を
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

来
年
度
に
向
け
、
町
で

実
施
で
き
る
速
度
抑
制
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

河 端 議 員



旧駅 周辺整備と併せた整備を
検討する幸町線

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

駅

周
辺
24

度
以
降
の
整
備

男
女
共
同
参
画
計
画
の
考
え
は

平
成
28
年
度
ま
で
に
策
定
す
る

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
と
社
会
教
育
の
充
実

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
と

会
教
育
の
充
実

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
と
社
会
教
育
の
充
実

自
治
の
力
を
高
め
て
い
く
学
習
活
動
を

治
の
力
を
高
め
て
い
く
学
習
活
動
を

教
育
長

自
治
の
力
を
高
め
て
い
く
学
習
活
動
を

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
影
響
と
課
題
は

障
害

立
支

法
に
よ
る

響
と
課
題
は

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
影
響
と
課
題
は

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
理
解
重
要

が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
理
解
重
要

町
長

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
理
解
重
要

団体・・サークルの発表に場発表に場として、、ロビーを開放している公民館団体・サークルの発表に場として、ロビーを開放している公民館

西 山 議 員

今
後
よ
り
多
く
の

町
民
が
利
活
用
す
る
た
め

の
計
画
や
施
設
整
備
は
。

現
在
の
公
民
館

は
昭
和
57
年
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
て
以
来
、
年
間
約

６
万
人
、
一
日
平
均
約
１

９
０
人
の
方
に
利
用
さ
れ

教
育
長

西
山

て
い
ま
す
。

本
町
の
公
民
館
の
特
徴

は
「
団
体
サ
ー
ク
ル
」
の

利
用
が
多
い
こ
と
と
、
様

々
な
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の

発
表
の
場
と
し
て
「
公
民

館
ロ
ビ
ー
開
放
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
後
、
町
民
に
向

け
た
社
会
教
育
の
充
実
は
。

公
民
館
は
生
涯

学
習
の
中
核
的
施
設
で
す
。

教
育
長

西
山

今
後
と
も
町
民
の
自
主
的

な
学
習
、
文
化
活
動
を
支

援
し
、
地
域
課
題
や
生
活

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

学
習
活
動
と
町
民
の
自
治

の
力
を
高
め
て
い
く
よ
う

な
学
習
活
動
を
充
実
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平
成
18
年
４
月
か

ら「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
本
町
で
も
現
在
第

２
期
の
「
障
が
い
福
祉
計

画
」
に
よ
り
、
様
々
な
支

援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。「障

害
者
自
立
支
援
法
」

に
よ
る
本
町
の
関
係
者
に

与
え
た
影
響
と
実
績
に
基

づ
く
今
後
の
課
題
は
何
で

す
か
。

本
町
で
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
移
行
す

る
前
の
支
援
費
制
度
だ
っ

町
長

西
山

た
平
成
17
年
度
に
は
38
名

の
身
体
障
が
い
者
と
知
的

障
が
い
者
の
方
に
、約
７，

５
０
０
万
円
の
給
付
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
度
に
は
自
立
支
援
給

付
と
し
て
、
86
名
の
方
に

約
９，

１
０
０
万
円
の
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
共
同
作
業
所

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
平
成
18

年
に
福
祉
サ
ポ
ー
ト
き
ら

き
ら
本
舗
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
格
を
取
得
し
、
障
が

い
者
の
創
作
的
活
動
ま
た

は
、
生
産
活
動
の
機
会
の

提
供
、
社
会
と
の
交
流
促

進
な
ど
の
た
め
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

町
内
外
の
障
が
い
者
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
が
い

を
持
っ
て
い
る
場
合
に
入

所
で
き
る
施
設
が
近
く
に

な
い
こ
と
や
、
本
来
支
援

の
必
要
が
あ
る
の
に
潜
在

化
し
て
把
握
で
き
な
い
方

が
い
な
い
の
か
な
ど
今
後

も
課
題
は
多
い
と
考
え
て

ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
元
化
に
よ
る
利
点
と
問

題
点
は
何
か
、
ま
た
応
益

負
担
に
よ
る
影
響
は
何
か
。

一
元
化
に
よ
る
利

点
は
、
障
が
い
の
区
別
な

く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
で
す
が
、
３
障
が

い
以
外
の
障
が
い
も
あ
る

の
で
本
当
に
平
等
な
の
か

と
い
う
問
題
点
も
あ
り
ま

す
。
応
益
負
担
で
、
所
得

の
低
い
方
は
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
が
所
得
の

高
い
人
は
逆
に
負
担
が
軽

町
長

西
山

く
な
っ
た
方
も
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
及
び
家

族
が
地
域
の
中
で
孤
立
す

る
こ
と
な
く
適
正
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
行
政
は
何
を
す
べ
き
と

考
え
ま
す
か
。

よ
り
気
軽
に
相
談

で
き
る
体
制
づ
く
り
や
必

要
に
応
じ
関
係
機
関
と
連

絡
を
密
に
と
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
一
般
の
人
た

ち
の
理
解
が
最
も
重
要
と

考
え
今
後
も
啓
発
な
ど
の

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

最
新
の
障
害
程
度

区
分
の
認
定
者
数
と
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
実
態
に
基
づ

く
今
後
の
計
画
は
。

11
月
末
現
在
の
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

人
数
は
70
名
で
内
訳
は
、

非
該
当
が
24
名
、
う
ち
児

童
が
20
名
、
区
分
１
が
７

名
。
区
分
２
と
３
が
そ
れ

ぞ
れ
８
名
、
区
分
４
が
15

名
、
区
分
５
が
３
名
、
区

分
６
が
５
名
で
す
。

町
長

西
山

町
長

西
山



ど
も
の
育
ち
の
環
境
考
察
と
配
慮
は

こどもの育ちの環境として期待
される 育て支援センター

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
す
る

町
民
が
共
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

環
境
改
善
と
施
設
整
備
に
努
め
る

本
町
で
の
実
態
把
握
と
当
事
者
へ
の
対
応
は

本
町
で
の

態
把
握
と
当

者
へ
の
対
応
は

本
町
で
の
実
態
把
握
と
当
事
者
へ
の
対
応
は

困
難
だ
が
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
支
援
を

困
難
だ
が
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
支
援
を

町
長

困
難
だ
が
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
支
援
を
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国
保
広
域
化
を
ど
う
受
け
止
め
、

国
保
広
域
化
を
ど
う

け
止
め
、対
応
す
る
の
か

対
応
す
る
の
か

国
保
広
域
化
を
ど
う
受
け
止
め
、対
応
す
る
の
か

当
然
の
流
れ
で
あ
り
、

当
然
の
流
れ
で
あ
り
、期
待
し
て
い
る
が

期
待
し
て
い
る
が

町
長

当
然
の
流
れ
で
あ
り
、期
待
し
て
い
る
が

工 藤 議 員

本
年
５
月
の
「
国

民
健
康
保
険
法
」
改
定
を

受
け
国
民
健
康
保
険
の
広

域
化
に
向
け
た
動
き
が
急

に
な
っ
て
い
る
中
で
、
こ

の
よ
う
な
広
域
化
の
議
論

を
ど
の
様
に
受
け
止
め
、

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

国
民
健
康
保
険
が

小
さ
な
自
治
体
で
の
運
営
、

小
規
模
保
険
者
で
の
運
営

で
は
、
と
っ
く
に
限
界
が

来
て
い
る
現
状
を
考
え
れ

ば
、当
然
の
流
れ
で
あ
り
、

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
広
域
化
の
実

施
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
国
に
要
望
を
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道
は
「
広
域
化
等

支
援
方
針
」
素
案
を
策
定

し
て
い
る
が
、
方
針
策
定

に
向
け
本
町
と
し
て
ど
の

工
藤

町
長

工
藤

よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
の

か
。

本
年
７
月
に
道
が

実
施
し
た
市
町
村
ア
ン
ケ

ー
ト
で
、「
増
え
続
け
る

医
療
費
に
対
し
国
庫
負
担

の
増
額
も
セ
ッ
ト
で
考
え

な
け
れ
ば
広
域
化
、
財
政

の
安
定
化
の
議
論
も
限
界

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

広
域
化
へ
向
け
た

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
進
め
方
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

道
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、「
新
し
い
高
齢

者
医
療
制
度
」
の
状
況
を

み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

と
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、

全
国
知
事
会
も
都
道
府
県

単
位
の
広
域
化
に
反
対
表

明
を
し
て
い
る
状
況
も
あ

り
、
国
の
様
子
を
み
な
が

ら
検
討
す
る
と
い
う
印
象

町
長

工
藤

町
長

を
受
け
て
い
ま
す
。

本
来
、
国
保
は
社

会
保
障
及
び
国
民
保
健
の

制
度
で
あ
り
、
運
営
の
責

任
は
国
が
負
う
社
会
保
障
、

住
民
福
祉
の
制
度
と
し
て

あ
る
と
思
う
が
町
長
の
見

工
藤

解
は
。

国
保
広
域
化
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第

25
条
の
生
存
権
に
関
わ
る

制
度
で
あ
り
、
広
域
化
に

よ
っ
て
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
保
険
税
値
上
げ
に

な
ら
な
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
国
や
道
の
動
き
を
み

な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

町
長

子
ど
も
や
若
者
を

取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
、

困
難
を
抱
え
る
若
者
が
増

え
、「
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
不
登
校
」
な
ど
深

刻
な
状
況
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
22
年
４
月
「
子

ど
も
若
者
育
成
支
援
推
進

法
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

こ
う
し
た
実
態
に

つ
い
て
は
、
深
刻
な
問
題

町
長

工
藤

と
し
て
重
く
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
道
に
お
い
て

は
こ
の
法
律
を
受
け
、
11

月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
と
し

て
広
報
啓
発
や
各
種
行
事

を
開
催
し
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
に
お
い
て
の

実
態
把
握
と
当
事
者
、
家

族
へ
の
対
応
は
。

実
態
把
握
に
つ
い

て
は
困
難
で
あ
り
、
介
入

町
長

工
藤

す
る
こ
と
も
難
し
い
が
、

将
来
的
に
家
族
の
高
齢
化

な
ど
を
考
慮
す
る
と
放
置

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の

で
、
専
門
機
関
に
つ
な
が

る
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、

自
治
体
に
関
係
機
関
で
構

成
す
る
協
議
会
設
置
の
努

力
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
が
こ
の
対
応
は
。

全
国
的
に
設
置
済

町
長

工
藤

み
の
市
町
村
は
４
市
の
み

と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道

で
は
「
道
青
少
年
健
全
育

成
推
進
本
部
」に
子
ど
も
・

若
者
支
援
部
会
を
設
置
し
、

地
域
協
議
会
設
置
な
ど
に

係
る
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
動
き

も
見
な
が
ら
本
町
と
し
て

の
対
応
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
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ど
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す
る

こ
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ら
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ま
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く
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こ
れ
か
ら
の
ま
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づ
く
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を
ど
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す
る
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民
が
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感
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ま
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づ
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を

町
民
が
共
感
で
き
る
ま
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づ
く
り
を

町
長

町
民
が
共
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

環
境
改
善
と
施
設
整
備
に
努
め
る

環
境
改
善
と
施
設
整
備
に
努
め
る

教
育
長

環
境
改
善
と
施
設
整
備
に
努
め
る

本
町
で
の

態
把
握
と
当

者
へ
の
対
応
は

困
難
だ
が
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
支
援
を
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国
保
広
域
化
を
ど
う

け
止
め
、対
応
す
る
の
か

当
然
の
流
れ
で
あ
り
、期
待
し
て
い
る
が

け
い

少
子
高
齢
化
社
会

や
合
理
的
・
経
済
的
生
活

を
求
め
る
中
で「
孤
育
て
」

や
「
育
ち
そ
び
れ
」
を
生

ん
で
い
る
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
の
育
ち
の
環
境

に
つ
い
て
の
考
察
と
十
分

な
配
慮
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
教
育
長
の
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

乳
幼
児
の
時
期

は
人
間
形
成
の
上
で
最
も

大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
生
か
ら
保
育
園
ま
で

教
育
長

上
原

の
間
に
、
子
育
て
環
境
の

エ
ア
ー
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
埋

め
る
た
め
に
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

子
育
て
や
幼
児
教
育
の
一

元
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
の
充
実
を
目

指
し
て
お
り
、
保
育
園
や

各
学
校
並
び
に
地
域
と
の

ふ
れ
あ
い
交
流
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

町
は
、
町
民
が
奮

起
し
、〝
ま
ち
づ
く
り
〞
に

結
集
す
る
仕
掛
を
作
る
べ

き
で
す
。
町
長
は
、
自
ら

の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
上

で
、
施
策
を
提
示
し
町
民

の
是
非
を
問
う
べ
き
と
考

え
ま
す
。
次
の
点
に
つ
い

上
原

て
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま

す
。
次
期
町
長
選
へ
の
思

い
に
つ
い
て
。

次
期
選
挙
へ
の
立

起
所
信
表
明
の
と
お
り
、

「
住
み
慣
れ
た
訓
子
府
町

に
住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ

く
り
」
へ
の
道
半
ば
の
思

町
長 小

中
学
校
で
は
「
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
展
開
し
、
異
年
齢
交
流

や
感
謝
・
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
な
が
ら
各
種
学
習
や

行
事
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
保
護
者

と
共
に
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
さ
れ
る
よ
う
子

育
て
の
環
境
改
善
と
施
設

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

い
は
、「
す
べ
て
の
町
民

へ
や
さ
し
い
安
心
の
町
づ

く
り
」
へ
継
続
発
展
さ
せ

ま
す
。

農
業
だ
け
を
み
て
も
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
始
め
、

農
村
農
業
基
盤
整
備
事
業

な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
。

子
ど
も
達
を
励
ま
し
続

け
る
施
策
、
各
種
高
齢
者

福
祉
施
策
な
ど
町
長
の
責

任
の
重
さ
と
、
た
し
か
な

町
政
運
営
の
か
じ
取
り
の

難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
自
ら
を
奮
い
立
た
せ

町
民
の
期
待
に
応
え
る
た

め
に
粉
骨
砕
身
、
邁
進

ま
い
し
ん

す

る
決
意
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
の
位
置
づ
け
と
町
民

の
理
解
に
つ
い
て
。

こ
の
推
進
会
議
は
、

町
が
住
民
参
画
の
仕
組
み

と
し
て
設
け
る
も
の
で
す
。

町
の
施
策
な
ど
に
町
民

の
意
見
を
反
映
し
、
地
域

の
課
題
な
ど
を
全
町
的
な

視
点
で
話
し
合
い
一
緒
に

考
え
る
場
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

町
長

上
原

十
一
月
下
旬
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
に
お
い
て

仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
内

会
長
・
実
践
会
長
会
議
で

説
明
し
ご
理
解
と
ご
協
力

を
求
め
ま
す
。
こ
の
仕
組

み
は
来
年
４
月
以
降
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
推
進

と
行
政
課
題
解
決
の
施
策
。

財
政
健
全
化
戦
略

プ
ラ
ン
を
中
心
に
財
政
健

全
化
に
努
め
る
一
方
で
、

人
材
育
成
・
産
業
振
興
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
・

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

町
を
持
続
可
能
な
も
の
に

す
る
地
域
の
基
礎
基
盤
強

化
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
や
、
町
民
が

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
・
参

画
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と

実
践
な
ど
を
通
じ
、
多
く

の
町
民
が
共
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
を
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長

上
原

上 原 議 員



店街等 売促進特別対策事 補助金として、年末
謝恩福引へ一部助成

高
齢

の
文

活
動
へ
の
支
援
は

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、誰
も
が
気
軽
に

加
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る

元

の

る
商
工
業
会
を
つ
く
る
施
策
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
を
発
行
し
た

前向きに撤去が検討される道道
北見置戸線の西富地域の跨線橋
前向きに撤去が検討される道道
北見置戸線の西富地域の跨線橋

道
道
拡
幅
、

道
道
拡
幅
、若
富
南
一
条
仲
通
り
の
整
備
は

若
富
南
一
条
仲
通
り
の
整
備
は

道
道
拡
幅
、若
富
南
一
条
仲
通
り
の
整
備
は

道
路
整
備
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

道
路
整
備
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

町
長

道
路
整
備
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

議会だよりを読んで議会だよりを読んで
しかし、案件によっては、議会全体で後日論議

してもよい重要なものもある。
その場だけで終わらせてよいものではないもの

もあろう。
そのためには、質問・答弁の内容を他の議員は、
メモ位はとるべきではないか。

一般町民が簡単に読めるように文面を集約
してはどうか。詳しく知りたい人は議事録を
見ればよい。

道
道
の
整
備
が
始

ま
り
ま
す
が
、
支
障
物
件

の
処
理
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
若
富
町
の
南

一
条
仲
通
り
の
整
備
に
つ

い
て
、
今
後
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

支
障
物
件
に
つ
い
て
は

現
在
、
歩
道
の
上
に
電
話

の
引
込
み
線
の
支
柱
ま
た
、

電
気
の
引
込
み
線
の
支
柱

が
あ
り
、
除
雪
に
支
障
を

き
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
道
道
拡
幅
事
業

の
中
で
移
設
す
る
な
り
、

除
雪
が
充
分
で
き
る
よ
う

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
こ

と
と
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

国
道
の
な
い
本
町

に
と
っ
て
は
、
道
道
は
地

域
間
ア
ク
セ
ス
の
基
幹
的

道
路
で
あ
り
、
特
に
主
要

道
道
北
見
置
戸
線
は
円
滑

な
道
路
交
通
の
確
保
の
た

町
長

小
林

め
に
重
要
な
路
線
で
あ
り

ま
す
。

道
道
北
見
置
戸
線
の
道

路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は

訓
子
府
市
街
地
の
街
並
み

整
備
事
業
が
平
成
14
年
度

に
完
成
し
、
さ
ら
に
は
東

町
の
曲
線
緩
和
事
業
が
平

成
18
年
に
完
成
し
、現
在
、

日
出
地
域
及
び
西
富
地
域

の
道
路
改
良
事
業
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
西
側
端

の
若
富
地
域
か
ら
西
富
跨

線
橋
ま
で
の
拡
幅
整
備
の

未
実
施
地
区
（
延
長
1.4
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て

は
、
交
通
量
も
多
く
歩
道

幅
も
狭
い
状
況
か
ら
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

「
拡
幅
整
備
の
道
路
改
良

事
業
要
望
」
と
併
せ
て
、

見
通
し
が
悪
い
「
西
富
跨

線
橋
」
の
撤
去
に
つ
い
て

も
道
路
管
理
者
で
あ
る
北

海
道
を
始
め
、
関
係
機
関

に
強
く
要
望
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

今
秋
に
な
っ
て
、
北
海

道
よ
り
「
国
な
ど
の
予
算

付
け
に
も
よ
り
ま
す
が
、

早
け
れ
ば
次
年
度
か
ら
着

工
の
可
能
性
が
あ
る
と
の

事
業
化
の
見
通
し
」
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
若
富
地
域
は
住
宅

が
隣
接
し
、
歩
道
幅
が
狭

く
電
柱
な
ど
の
支
障
物
件

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
期

間
に
お
い
て
は
堆
雪
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
区
間
の
道
路
改
良

工
事
に
よ
る
車
道
及
び
歩

道
の
拡
幅
整
備
が
進
め
ら

れ
れ
ば
、
電
柱
な
ど
の
支

障
物
件
も
移
設
さ
れ
て
、

堆
雪
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
車
な

ど
に
よ
る
除
雪
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
の
適

正
な
除
排
雪
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
北
海

道
と
連
携
を
図
り
、
関
係

機
関
へ
の
整
備
要
望
を
積

極
的
に
働
き
か
け
な
が
ら
、

安
全
で
快
適
な
道
路
網
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

若
富
町
の
南
一
条

仲
通
り
の
今
後
の
整
備
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

若
富
町
南
一
条
仲

通
り
線
に
つ
い
て
は
、
現

況
の
一
部
に
道
路
敷
地
が

狭
い
区
間
が
あ
り
、
町
道

認
定
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
町

道
に
は
認
定
さ
れ
て
い
な

町
長

小
林

い
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
若
富
町
内

か
ら
の
要
望
で
あ
る
道
路

整
備
の
実
施
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
状
況
に
は
あ

り
ま
す
が
、
除
雪
や
砂
利

敷
き
な
ど
生
活
道
路
と
し

て
維
持
管
理
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
路
線
が
地
域
住
民

に
と
っ
て
生
活
環
境
上
、

必
要
不
可
欠
な
路
線
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

今
後
も
適
正
な
道
路
環
境

の
維
持
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
道
路
整
備
の

合
意
が
整
っ
た
場
合
に
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

小 林 議 員



商店街等販売促進特別対策事業補助金として、店街等 売促進特別対策事 補助金として、年末
謝恩福引へ一部助成
商店街等販売促進特別対策事業補助金として、年末
謝恩福引へ一部助成

高
齢
者
の
文
化
活
動
へ
の
支
援
は

高
齢

の
文

活
動
へ
の
支
援
は

高
齢
者
の
文
化
活
動
へ
の
支
援
は

教
育
長

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、誰
も
が
気
軽
に

誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る

加
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る

元
気
の
出
る
商
工
業
会
を
つ
く
る
施
策
は

元

の

る
商
工
業
会
を
つ
く
る
施
策
は

元
気
の
出
る
商
工
業
会
を
つ
く
る
施
策
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
を
発
行
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
を
発
行
し
た

町
長

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
を
発
行
し
た

議会を傍聴して議会を傍聴して
議会の論議は、厳しいルールがある。その中で

の発言と答弁がされる。
それが、今議会において、とんでもない失態が

発生した。
過去に聞いたことがない。
当人はもちろん、議会全体で正すべきことでな

いか。
他に知られたら本町の恥でないか。
後姿を見ていると、手の動いている議員が少な

い。これからの議会対応として一考してほしい。
一般質問は、本町の場合、議員個人の質問で代

表質問ではない。

（傍聴者からの意見・感想がありました）

前向きに撤去が検討される道道
北見置戸線の西富地域の跨線橋

道
道
拡
幅
、若
富
南
一
条
仲
通
り
の
整
備
は

道
路
整
備
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

川 村 議 員

本
町
で
一
番
必
要

な
事
項
は
。

人
口
を
増
や
す
。

雇
用
を
創
る
。

の
２
点
で
あ
り
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
は
、

今
ま
で
の
財
源
を
交
付
さ

れ
た
。
町
長
自
ら
が
行
っ

た
施
策
を
聞
い
て
い
ま
す
。

川
村

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
の
他
に

駅
舎
を
商
工
会
に
貸
付
。

大
学
に
よ
る
商
店
街
調
査

に
支
援
。

商
工
会
振
興
の
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど

を
支
援
し
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
同
時
不

町
長

公
民
館
の
使
用
料

は
、
高
く
な
い
の
か
。

財
政
再
建
の
中

で
、
各
施
設
の
使
用
料
は

平
等
に
行
わ
れ
て
い
て
議

会
で
審
議
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
政
策
を
取
り
出
す

の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
思

う
。

文
化
活
動
へ
の
助

成
は
、
５
千
円
、
１
万
円

で
も
で
き
な
い
も
の
で
す

か
。
町
長
に
伺
い
ま
す
。

川
村

教
育
長

川
村

昭
和
57
年
に
現
在

の
公
民
館
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
全
て
無
料
は
、
全

道
で
本
町
だ
け
で
し
た
。

こ
の
10
年
間
町
の
財
政
も

大
変
な
状
況
で
改
め
て
使

用
料
と
各
種
団
体
な
ど
の

補
助
金
の
減
額
も
検
討
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
使

用
料
の
無
料
化
な
ど
は
、

関
係
す
る
諸
機
関
で
議
論

い
た
だ
い
て
決
定
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

町
長

況
に
よ
り
人
口
増
、
企
業

誘
致
な
ど
は
難
し
い
。

町
内
の
施
設
で
、

物
品
納
入
業
者
へ
の
支
払

い
が
、
一
昨
年
12
月
に
支

払
わ
れ
ず
困
っ
て
い
た
。

過
去
に
も
質
問
し
て
い
る

が
、
改
善
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
改
善
の
必
要

は
な
い
の
か
。

施
設
長
と
の
話
し

合
い
で
、
契
約
更
新
時
に

改
善
し
た
い
と
言
っ
て
い

た
。

町
民
ニ
ー
ズ
を
ど

う
し
て
つ
か
む
か
。
町
長

は
、
夜
間
町
長
室
他
色
々

や
っ
て
い
る
が
、
花
は
咲

か
し
て
い
る
が
、
実
を
結

ん
で
い
な
い
の
で
は
。

個
人
か
ら
の
相
談

な
ど
が
な
け
れ
ば
、
細
部

に
わ
た
っ
て
の
ニ
ー
ズ
は

つ
か
め
な
い
。
し
か
し
、

町
内
会
・
実
践
会
の
要
望

町
長

川
村

町
長

川
村

を
取
り
ま
と
め
、
行
政
委

員
の
相
談
な
ど
に
よ
り
把

握
に
努
め
て
い
る
。な
お
、

地
域
担
当
職
員
に
直
接
相

談
ご
と
な
ど
を
持
ち
込
ま

れ
る
こ
と
が
徐
々
に
増
え

て
き
て
一
つ
の
前
進
が
見

え
て
い
ま
す
。

町
長
は
、
行
政
面

で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整

備
す
る
と
い
っ
て
い
ま
し

た
が
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が

川
村

キ
チ
ン
と
さ
れ
て
い
な
い
。

行
政
は
、
ス
ピ
ー
ド
も
要

求
さ
れ
る
が
、
障
害
者
手

帳
の
再
交
付
に
１
カ
月
も

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

驚
い
て
調
べ
て
み
た
が
、

ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

障
害
者
手
帳
な
ど

の
再
交
付
に
関
し
て
、
ま

た
、
他
の
件
に
つ
い
て
も

関
係
す
る
機
関
と
連
絡
を

と
り
今
後
や
っ
て
い
く
。

町
長



（単位：円）

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 健 康 保 健 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水道事業会計

4,849,034,324

892,751,168

11,887,393

58,213,497

422,012,557

218,604,684

182,265,346

30,806,608

4,386,488,586

884,145,674

7,519,921

58,193,197

416,291,480

218,604,684

156,631,826

76,600,540

462,545,738

8,605,494

4,367,472

20,300

5,721,,077

0

25,633,520

△ 45,793,932

収 益的収支

資本的収支

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
〝
審
査
意
見
〞

審
査
意
見
〞

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
〝
審
査
意
見
〞

町
税
及
び
使
用
料
の
未

収
額
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
職
員
の
徴
収

努
力
に
よ
り
、
収
納
率
の

向
上
及
び
未
収
額
の
減
少

が
図
ら
れ
、
成
果
が
認
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
自
主
財
源
の

確
保
と
税
の
公
平
性
の
原

則
か
ら
も
今
後
と
も
各
課

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

収
納
率
の
向
上
に
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
お
願
い
し

た
い
。

ま
た
、
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
個
々
の
状
況
な
ど

を
十
分
考
慮
し
た
き
め
細

や
か
な
対
応
や
相
談
、
指

導
を
図
る
と
と
も
に
催
告

状
の
発
送
の
励
行
な
ど
に

よ
り
、
納
税
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

含
め
、
滞
納
額
の
解
消
に

第
３
回
定
例
会
（
平
成
22
年
９
月
14
日
）
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委

員
長
・
河
端
芳
惠
）
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
21
年
度
訓
子
府
町
各
会
計
決
算
」
に
つ
い

て
は
、
同
年
11
月
８
日
〜
11
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
決
算
報
告
書
な
ど
を
審
査
し
た

結
果
、
７
会
計
の
決
算
は
い
ず
れ
も
正
当
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
本
会
議
で
報
告

が
あ
り
、
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

歳
入
に
つ
い
て
、
地
方

の
財
源
確
保
の
た
め
、
国

な
ど
に
対
し
要
請
等
を
さ

ら
に
努
力
願
い
ま
す
。

歳
出
に
関
し
て
は
、
経

費
削
減
を
図
り
な
が
ら
も

き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
力
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
20
年
度
予
算
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
財

政
健
全
化
戦
略
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度

以
降
も
さ
ら
に
経
費
の
削

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
高
齢
者
や
子
ど

も
、
障
が
い
者
な
ど
の
弱

者
に
配
慮
し
た
施
策
の
継

続
に
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
想
定
さ
れ

る
大
き
な
事
業
に
つ
い
て
、

精
査
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

今
後
、
ま
す
ま
す
進
む

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
や

情
報
提
供
の
あ
り
方
な
ど

施
策
の
確
立
を
求
め
ま
す
。

現
在
、
取
り
組
ま
れ
て

い
る
地
域
担
当
制
の
よ
り

一
層
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。最

後
に
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
職
員
が
減
少
し
て

い
る
中
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
職
員
一
人
ひ
と
り

の
努
力
は
十
分
に
評
価
で

き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
町

民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
創
意
工
夫
と
一

層
の
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。



平成２２年 第３回臨時会 00月01日平成２２年 第３回臨時会 00月01日

太平洋を取り巻く国々の間での関税を原則撤廃し、貿易を自由化しようという協定

であり、協定に合意すれば、他国間協定のため、例外品目の設置は難しいとされる。

第３回臨時会は、地方自治法第101条第３項「議員の定数の４分の１以上の者は、当該普

通公共団体の長に対し、会議に付議すべき事件を示して臨時会の招集を請求することができ

る」の規定に基づき議長を除く全議員の請求によって、訓子府町議会史上初めて、開会され

たものです。

議員提案により意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府関係機関
に意見書を提出しました。

○ＴＰＰ交渉参加中止を求める要望意見書

１．ＴＰＰ交渉への参加は中止すること

議決した意見書

（ＴＰＰとは：環太平洋戦略的経済連携協定）

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の

審
査
意
見
〞請願、陳情される方へ
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国や道、町などに意見

や要望がある場合はどな

たでも請願書や陳情書を

議会に提出することがで

きます。

請願書や陳情書を提出

される方は左記の書式例

を参考に作成してくださ

い。

分からないことがござ

いましたら、議会事務局

（TEL47-2184）までご

相談ください。

平成○○年○月○日

訓子府町議会議長 ○○○○様

□□□□に関する請願書
（陳情書）

紹介議員 ○○○○ 印
（※陳情の場合は必要ありません）
（※請願の場合は１名以上紹介議

員が必要です）

請願者 住所 訓子府町○○
（陳情者）氏名 ○○○○ 印

□□□□に関する請願
（陳情）

要旨
（※請願（陳情）の趣旨を記載して
ください）

理由
（※請願（陳情）する理由を記載して
ください）

○書式例（表紙） ○書式例（本文）



平成２２年

第４回臨時会
00月2/日

平成２２年

第４回臨時会
00月2/日

議員提案により意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府

関係機関に意見書を提出しました。

○国土交通省「北海道局」の存続に関する要望意見書

※国土交通省北海道局は、「旧北海道開発庁」を継承して、各省庁の縦
割を排し、北海道開発を推進する組織である「北海道開発局」を所
管する機関であり、今回、国の地方分権改革における国の出先機関
の見直しにより、廃止が検討されている。

議決した意見書

訓子府 学校学校 食の状況を現地
調査（12月2日・総務文教常任委員会）

町有林の維持管理状況を現地調査
（11月 4日・産業建設常任委員会）

月
分
、
12
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
を
０
・
１
５
カ

月
減
額
す
る
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

（
期
末
手
当
の
合
計
で
平

成
22
年
度
以
降
の
支
給
分

を
０
・
２
０
カ
月
分
減
額

改
定
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正原

案
可
決

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

国
に
準
じ
た
給
与
改
定
を

す
る
た
め
、
平
成
22
年
12

月
に
支
給
す
る
期
末
手
当

を
０
・
１
５
カ
月
分
減
額
、

平
成
22
年
12
月
に
支
給
す

る
勤
勉
手
当
を
０
・
０
５

カ
月
分
減
額
、
平
成
23
年

度
以
降
の
６
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
を
０
・
０
２

５
カ
月
分
減
額
と
６
月
に

支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
を

０
・
２
５
カ
月
分
減
額
、

12
月
に
支
給
す
る
期
末
手

当
を
０
・
１
２
５
カ
月
減

額
と
12
月
に
支
給
す
る
勤

勉
手
当
を
０
・
０
２
５
カ

月
に
減
額
す
る
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

の
合
計
で
平
成
22
年
度
以

降
の
支
給
分
を
０
・
２
０

カ
月
分
減
額
改
定
）

な
お
、
再
任
用
職
員
に

つ
い
て
も
改
正
し
て
い
ま

す
が
、
本
町
に
は
、
該
当

者
が
い
な
い
た
め
、
記
載

を
省
略
し
ま
す
。

※
消
防
職
員
給
与
費
（
期

末
手
当
・
勤
勉
手
当
）

８
９
万
７
千
円
を
減
額

○
職
員
給
与
費
（
期
末
手

当
・
勤
勉
手
当
）

７
４
２
万
６
千
円
を
減

額
◆
水
道
事
業
会
計
（
第
２

号
）水

道
事
業
収
益
か
ら
１

４
万
２
千
円
を
減
額
し
、

１
億
８，

０
１
７
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
収
入
内
容

○
一
般
会
計
補
助
金
（
事

務
職
員
人
件
費
）

１
４
万
２
千
円
を
減
額

水
道
事
業
費
か
ら
２
８

万
２
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
億
６，

２
４

０
万
９
千
円
と
し
た
。

■
支
出
内
容

○
職
員
手
当（
期
末
手
当
・

勤
勉
手
当
）

２
８
万
２
千
円
を
減
額

条
例
の
制
定
等

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

議
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
、
全
議
員
で
協
議
し

た
結
果
、
平
成
22
年
12
月

に
支
給
す
る
期
末
手
当
を

０
・
２
カ
月
分
減
額
、
平

成
23
年
以
降
の
６
月
に
支

給
す
る
期
末
手
当
を
０
・

０
５
カ
月
分
と
12
月
に
支

給
す
る
期
末
手
当
を
０
・

１
５
カ
月
分
減
額
す
る
こ

と
を
「
議
員
提
案
」
に
よ

り
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
期
末
手
当
の
合
計
で
平

成
22
年
度
以
降
の
支
給
分

を
０
・
２
０
カ
月
分
減
額

改
定
）

◆
町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
委
員
会
の
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

原
案
可
決

平
成
22
年
12
月
に
支
給

す
る
期
末
手
当
を
０
・
２

カ
月
分
減
額
、
平
成
23
年

以
降
の
６
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
を
０
・
０
５
カ

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
７

９
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
９
億
６，

６
５
５
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
主
な
歳
出
内
容

○
議
員
人
件
費
（
期
末
手

当
）

３
５
万
７
千
円
を
減
額

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

９
６
０
万
２
千
円
を
追

加
○
道
営
訓
子
府
南
部
地
区

畑
総
事
業
負
担
金

２
０
０
万
円
を
追
加

○
北
見
地
区
消
防
組
合
負

担
金

８
９
万
７
千
円
を
減
額



◆総務費指定寄付金について
穂波の簑島勇様から11月１日に100万円のご寄附がございました。
寄付金につきましては、ご本人のご意向に沿い、本年度新たに設けました地域活
性化基金に積立てし有効に活用させていただくこととしております。

◆北見警察署訓子府駐在所の定員について
駐在所の定員につきましては、平成20年４月より、２名体制から１名体制となり、現

在、駐在所２名体制復活に向け北見警察署長へ要請活動をしてきたところであります。
北見警察署の回答では、今後も更に各駐在所及び北見警察署と連携を強化するな

かで、機能を充実させることとし、本町の駐在所定員は１名体制で継続されること
となりました。

◆ホクレンくみあい飼料工場の再編について
北見工場につきましては、23年３月に製造を終了することとし、現在は製造ラ

インを縮小し、釧路工場を中心に移行している段階であります。
当初、工場跡地は飼料の配送拠点施設として活用したいとのことでありましたが、
紋別方面に新たなストックポイントを設けることとしたため、土地、建物を一括し
てきたみらい農業協同組合へ売却する方向で協議を進めているとのことであります。
なお、これまで北見工場で行っている粗飼料分析業務につきましては、現事務所

で継続することとしており、これに要する社員を３名程度残すとのことであります。

町長からの行政報告（要旨）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

訓子府小学校学校給食の状況を現地訓子府 学校学校 食の状況を現地
調査（（1122月22日・・総務文教常任委員会）総務文教常任委員会）
訓子府小学校学校給食の状況を現地
調査（12月2日・総務文教常任委員会）

町有林の維持管理状況を現地調査
（11月244日・産業建設常任委員会）
町有林の維持管理状況を現地調査
（11月24日・産業建設常任委員会）

総務文教、産業建設の各常任委員会では、議会閉会中も開催され、所管事務調査などの
調査活動を行っています。

所管事務調査を実施所管事務調査を実施

産
業
建
設
常
任
委
員
会

□
12
月
２
日

○
所
管
す
る
事
務
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
現
地

で
の
説
明
を
受
け
、
調

査
を
実
施
。

○
調
査
項
目

学
校
給
食
の
実
施
状

況
／
図
書
館
、
歴
史
館

の
管
理
運
営
／
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況

□
10
月
27
日

○
所
管
す
る
事
務
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
現
地

で
の
説
明
を
受
け
、
調

査
を
実
施

○
調
査
項
目

中
小
企
業
の
振
興
（
訓

子
府
石
灰
工
業
㈱
硫
安

造
粒
工
場
）

□
11
月
24
日

○
所
管
す
る
事
務
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
現
地

で
の
説
明
を
受
け
、
調

査
を
実
施

○
調
査
項
目

町
有
林
の
維
持
管
理

（
駒
里
地
区
）
代
替
水

源
施
設
整
備
事
業
送
水

施
設
建
設
工
事
／
代
替

水
源
施
設
事
業
送
水
管

布
設
工
事



「訓子府町から送られた記念碑の前で」

で西庁舎を表敬訪問し、町長はじめ議会議員、職

員の皆さん他大勢の出迎えと見送りを頂き、津野

町を出発し、その後、一般参加者の訪問団と別れ、

津野町のバスで高知駅まで行きました。

津野町の皆さん、大変お世話になりました。

議員会では、今回津野町との交流事業に併せ、

10数年ぶりの道外研修として、四国で一番小さな

「過疎の町」であるが、どん底から再生に成功し

た徳島県上勝町の取り組みを研修したので、紹介

します。

上勝町は、徳島市中心部から車で１時間程の場

所に位置しており、地形的には、四国山脈の南東

山地にあり、高丸山を最高峰とする山脈が重なり、

東流する勝浦川は、深い渓谷をなし、その流域に

ごくわずかな平地が見られるほかは、大部分が山

地で、山腹斜面に階段状の田畑があり、標高は

100mから700mの間に大小55の集落が点在して

います。

総面積の85.6％が山林で町の人口が、昭和30

年の6,265人をピークに毎年減少し、平成12年に

は2,124人、平成22年では、1,956人となり、高

齢化比率が「49.7％」という「過疎と高齢化」が

進む町でありますが、一方では、全国でも有数の

地域活性化型農商工連携のモデルとなっている町

であります。

昭和56年２月に起きたマイナス13度の寒波に

より、みかんが枯死し、農業は売上げが１年間で

半分になり、大打撃を受けました。

この歴史的大災害を乗り切るため、軽量野菜を

中心に栽培品目を増やし、農業再編に成功、続い

て季節的要素の少ない椎茸に注目し、現在、年間

売上５億円と成功を収めています。

そして、町の半数近くを占めるお年寄りが活躍

できるビジネスはないかと模索したところ「つま

ものビジネス」⇒「葉っぱビジネス」が1987年

にスタートしました。

「葉っぱビジネス」とは、日本料理を美しくす

る季節の葉や花、山菜などを販売する農業ビジネ

スのことです。

株式会社の代表である横石知二さんが「彩
いろどり

」と

名付け、スタートさせたとのことです。葉っぱビ

ジネスのポイントは、軽量で綺麗で女性や高齢者

でも取り組める商材であり、70代から80代のお

ばあちゃん達が中心となり、年商３億円近くあり、

中には年収1,000万円を稼ぐおばあちゃんもいる

とのことです。

今は、寒冷害によるみかんの全滅から耐寒性の

強いゆず、ゆこう、すだちなどの香柑橘果樹への

転換が図られ、「香のゆず、酸味のすだち、味の

ゆこう」と言われるように「米酢」の代わりに重

宝されています。「彩
いろどり

」では、「各紅葉、柿、南天、

椿の葉、梅、桜、桃」の花などの事業が数多くあ

ります。

その他は有償ボランティアタクシーは、通常タ

クシーの約半額で運行しております。

バイオマス事業は、温泉にチップボイラーを導

入し、運転しています。

ふるさと雇用として、町営住宅の空家をリフォ

ームし、Ｉターン者を受け入れています。

町は、ＩＱ運動会と称して、楽しく面白い「頭

脳と体力によるまちづくり運動」により、まちづ

くりや人づくりをし、意識改革を進めています。

約50％の高齢者が元気なせいか医療費も県内最

下位、全国平均より20万円も安く介護問題も年金

問題まで解決との話もあります。

人口2,000人以下の町に何で400団体以上、

4,600人もの視察者が来町するのか不思議でし

た。最近は、外国からも視察に訪れるとのことで、

新聞、テレビ、雑誌などに取り上げられ、「本」

も出版されています。以上、充実した研修であっ

たことを申し添え報告といたします。

訓子府町議会津野町訪問団 団長 山本 朝英



－「津野町との姉妹町交流事業参加」－

「町民訪問団 津野山古式神楽を鑑賞」

平成21年10月、津野町から町長と正副議長が

訓子府町を訪れました。その際、津野町に1,100

年の長い歴史がある「津野山古式神楽」ぜひ観に

来てほしいとの話がありました。

①合併後津野町になって初めてであること。

②この神楽は延喜13年、藤原経高が京より「現

在の旧東津野村、梼原町」に来国し、神話を劇化

した神楽を伝えたとのことで、今から約千百年の

長い歴史があること。一方、高知では「幕末の英

雄に関するいろいろなイベント（龍馬博）も多く

があり、中でも、11月15日は、龍馬の誕生日で

あり、京都で刺客に襲われ、33歳の若さで闘死し

た命日でもあります。

議員会で話し合った結果、「議会有志で毎月積

立し、全額自費で参加すること」を平成22年１月

13日に決定。

○11月14日

29名の津野町訪問団が女満別空港を出発。

羽田空港に到着し、一般参加者の訪問団と一時

別れ、高知空港へ向け出発し、夕方に到着。

空港では、津野町の議長をはじめ議員の皆さん

の出迎えを受け、一時間ほど津野町のバスで、市

内観光を行った後、津野町議会議員の皆さんとの

懇親会を行いました。

町が合併して、パワーがより増したような気が

しました。

○11月15日

出発に併せ津野町のバスで議長をはじめとする

議員の皆さんと議会事務局長が早朝より、昨夜の

疲れも見せず、清々しい顔で今日の見送りに来て

頂いたことを感謝しながら、途中、「龍馬記念館」

を見学しました。

日本最後の清流と言われる四万十川源流の地へ

向かう途中、バスの中から、国道左側に多くの魚

が泳いでいるのが見られ、一同が驚くほど四万十

川は澄みきった川であることを再認識しました。

東津野に到着。

バスを降りて見ると神社らしき場所は見当たら

ず、只、町の人達が細い道を山奥の方に歩く姿が

見えました。

そこで、耳を澄ますと何やら太鼓の音が聞こえ

てきました。

間もなく羽田空港で別れた訪問団のバスが到

着。

初めて見る「津野山古式神楽」とは、どのよう

なものかと胸を踊らせ、会場に着くと訓子府のた

めに第２会場を作っていただいていました。その

会場は、同じ目線で見ることができるように桟
さ

敷
じき

を作り、屋根にはシートをかけ、豪華な会食と

「歓迎」の横断幕を掲げるなどのもてなしに対し、

感謝の気持ちで一杯となりました。

舞は、「五穀豊穣」「無病息災」「祈願」「悪魔祓
あくまばらい

」

その他全部で17の舞があり、舞い納めを見るには、

約８時間かかるとのことであり、全部を見ること

ができませんでした。

観た舞の中で「初参りの鬼面をかぶり子どもを

ひとり一人抱えて舞う、無病息災を祈願する舞」

や「恵比須様の鯛釣りという神話をアレンジした

恵比須舞」では、穏やかな微笑いっぱいの恵比須

面をつけ、ユーモラスな舞姿に観衆の顔もほころ

び、酒がまわってか財布の紐も緩んだのか釣り糸

一杯にひらひらと野口英世や樋口一葉という鯛が

釣れ、満場の拍手がいつまでもいつまでも続き皆、

感動していました。その舞は、現代音楽のロック

のリズムに相通じるものがあるとのことです。ま

た、津野山一帯の神社に４m四方の舞殿があり、

そこに神楽を奉納しているとのことです。

その太鼓の音を後に、次の目的地である日本三

大カルスト高原の山中に建つ、天狗荘へ行き、夜

は、全体による初めての懇親会が行われ、楽しい

一夜でありました。

○11月16日

津野山の雲海を見おろしながら、津野町のバス



に
つ
い
て
の
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

□

11
月
30
日
（
火
）

○

第
４
回
臨
時
会
に
お

け
る
運
営
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

□

12
月
１
日
（
水
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
運
営
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

□

12
月
14
日
（
水
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
追
加
議
件
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

□

12
月
15
日
（
水
）

○「
議
会
だ
よ
り
」
第
１

６
７
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

□

12
月
22
日
（
水
）

○

第
４
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

□

１
月
14
日
（
金
）・
20

日
（
木
）

○「
議
会
だ
よ
り
」
第
１

６
８
号
の
確
認
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

議会の主なうごき

11月

12月

１月

簑島氏叙勲伝達式（正副議長）
深見定雄氏旭日双光章受章
祝賀会発起人会（議長）
顕彰式（全議員）
全員協議会
財産審議委員会（正副議長・
総文委員長・産建委員長）
決算審査特別委員会（決算
審査特別委員・議長）
森林・林業再生プラン最終
とりまとめに係る要請（議長）
第３回臨時会
町議会議員高知県津野町訪問
第54回町村議会議長全国大
会（議長）
労連輪投げ大会（議長）
弥生実践会開拓100周年記
念式典（議長）
北網ブロック正副議長会議
（美幌町・正副議長）
くんねっぷ幼稚園発表会（議長）

オホーツク町村議会議長会
役員会（議長）
新穀感謝祭（正副議長・産建
委員長）
町議会議員OB会観楓会（総
文委員長）
産業建設常任委員会
深見定雄氏旭日双光章受章
祝賀会発起人会（議長）
議会運営委員会
第４回臨時会

議会運営委員会
総務文教常任委員会
産業建設常任委員会
深見定雄氏旭日双光章受章
祝賀会（全議員）
日本善行会善行表彰受賞者
合同祝賀会（議長）
第４回定例会
議会広報特別委員会
議会広報特別委員会

平成23年訓子府消防団出初
式（全議員）
平成23年公職者等新年交礼
会（全議員）
高知県津野町への交換留学
生派遣に係る出発式（正副議
長）
平成23年成人式（全議員）
第３回姉妹都市高知 高知
県の観光物産展オープニン
グセレモニー（北見市・議長）
中央長寿会新年会（議長）
議会広報特別委員会
全員協議会
議会広報特別委員会
平成22年度優良従業委員表
彰式（副議長・産建委員長）
食と地域の未来を考えるセ
ミナー（北見市・全議員）
総務文教常任委員会
産業建設常任委員会

１日
２日

３日

８日

８～11日

11日

12日
14～17日
17日

19日

21日

22日

23日

24日

30日

１日
２日
３日

12日

14～15日
15日
22日

５日

６日

８日

９日
12日

14日

20日
21日

22日

25日
26日

あ
と
が
き

早
い
も
の
で
、
議
員
に

な
っ
て
４
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
緊
張
と
不

安
で
一
杯
だ
っ
た
初
議
会

や
、
無
我
夢
中
で
行
な
っ

た
最
初
の
一
般
質
問
の
こ

と
な
ど
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
、

補
助
金
の
一
括
交
付
金
化

な
ど
地
域
の
経
済
や
住
民

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
課
題
が
次
々
と
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以

上
地
方
を
疲
弊
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

住
み
な
れ
た
こ
の
町
で

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
し
、

働
け
る
よ
う
に
、
残
さ
れ

た
期
間
を
議
員
全
員
が
初

心
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
緊

張
感
を
持
っ
て
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。委

員

工
藤

弘
喜

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

河
端

芳
惠

議
会
広
報
委
員
会

□

12
月
２
日
（
木
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

11
月
10
日
（
水
）

○

第
３
回
臨
時
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

11
月
24
日
（
水
）

○

第
４
回
臨
時
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

12
月
３
日
（
金
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

11
月
10
日
（
水
）

○

第
３
回
臨
時
会
に
お

け
る
意
見
書
の
取
扱
い

及
び
運
営
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

□

11
月
24
日
（
水
）

○

第
４
回
臨
時
会
に
お

け
る
意
見
書
の
取
扱
い

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会


